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4 AIBSジャー ナル 　No.4
う部分がたくさんあるということです。特に
新規事業を考えるとき、言葉の問題がやはり
ボ トルネックになります。まず日本人がよく
使う返事に 「前向きに検討します」という言
葉があります。「前向きに」と韓国語でいう
と、どうしても 「積極的に」という意味にな
ります。「前向きに検討する」というのは、
日本人の丁寧な断り方ですから、ビジネスで
「前向きに検討 します」と日本企業が韓国側
伝えると、韓国の担当者は3日後ぐらいには
契約ができると勘違いしてしまうでしょう。
　最後にソウルのホテルのロビーに、今日も
日本のおばさんたちがたくさんいたので、一
言だけ付け加えます。日本ではご存 じのよう
に 「冬のソナタ」が非常にはやりました。韓
国人には、なぜ 「冬のソナタ」があれほど日
本で評判になったのか、分からないと思いま
す。ブームになった大 きな要因は、「冬のソ
ナタ」の韓国語のセリフを直訳しなかったか
らよかったのです。もし直訳 していたら、結
構激しい口調での会話、時には口汚い表現 も
飛び出していましたが、日本語に訳すときに
全部 」寧 な日本語に表現を変えたのです。さ
らにチェ ・ジウさんの声の吹き替えも、実際
の彼女の声とは違いかわいらしいものにした
のです。
　口韓の企業連携を深めていくためには、お
互いオープン・イノベーションを進めていく
必要があります。このときビジネスを推進し
ていくためには、コミュニケーションが重要
であり、そのためにはお互いの歴史文化に至
るまで理解して意向という姿勢が求められま
す。日本と韓国は世界全体で見れば、非常に
近い両国ですが、少しの違いを十分認識した
上で、新しいビジネスを生み出していかなけ
ればなりません。
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